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報道関係各位 

株式会社脳活性総合研究所 

あなたも「アレアレ症候群」？　中高年から始まる脳の衰えをチェック 
認知機能を定期検査できる 

「脳活性度定期検査」を提供開始 

株式会社脳活性総合研究所（本社：東京都千代田区、代表取締役：太田 芳徳　以下「脳活総研」）は、
2019年9月26日より、認知症の兆候といわれている「認知機能の低下」を、正常時から定期的にチェッ
クすることで把握し、対策情報の提供を目的とした「脳活性度定期検査、以下:脳検」のサービスを開始
します。 

1. 背景・概要 
日本は4人に1人が65歳以上となる「超高齢化社会」を迎え、2025年には認知症高齢者の人数は

700万人を超えると言われています。介護・医療費などの社会保障費の急増をふまえ、予防医療へ
の関心はますます高まりをみせています。 
介護を必要とせず自立した豊かなシニアライフを過ごすためには、自らの責任において脳の健康

状況を正しく認識し、脳機能が健康なうちから予防対策をとることが重要と考えられます。 
そこで脳活総研は、三重大学医学部附属病院の認知症センター長である佐藤正之医師監修のもと、
数千名の認知機能検査の受検データベースを作成、同年代の基準値との比較により算出した脳年齢
と、受検結果の推移の観察を可能にしました。2019年9月2６日より、自宅で簡単に脳の認知機能
の定期検査ができる webサービス「脳検」の提供を開始します。 
 

2. 脳活性度定期検査「脳検」について 
U R L  https://www.nouken.jp/ 
検査名称　脳活性度定期検査（脳検） 
検査目的　脳の認知機能を定期的に検査することで、 

　　認知機能の低下を捉え、低下があった場合 
　　には対策を提案する（注1） 

推奨受検年齢　40歳～90歳 
検査方法　インターネットに接続できるパソコン、 

タブレットで受検可能 
受検時間　30分 
検査項目　記憶力、空間認知力、情報処理力、課題遂行力等 

空間把握力検査の問題（一例）



�
検査費用　6,980円／半年会員費（会員は期間中、何度でも検査可能） 
結果項目　同年代内偏差値（男女別）、経年変化、老化による認知機能低下予測値、脳活性度年

齢、認知機能低下時のおすすめ対策　等 
検査監修　三重大学医学部附属病院認知症センター長　佐藤正之先生 
注1 ）本検査は標本データと比較することにより、認知機能の現状と推移を把握するものであり、認知症や軽度認知障害を医学的
に診断するものではありません。また、それらの発症を防止するための訓練ツールでもありません。 

3. 監修医　三重大学医学部附属病院認知症センター長　
佐藤正之先生のコメント 

「適切な運動や栄養管理により、認知症の発症リスク
を減らせることが近年明らかになりました。とはいう
ものの、何かきっかけがないとなかなか始められない
のが人の常・・・。 
この検査は定期的に行うことにより、認知機能の落ち
かけをいち早く検出することを目的に作られていま
す。自分の能力を把握し、必要なタイミングを逃さな
いようにしましょう。」 

 

■脳活総合研究所（脳活総研）について 
昨今、認知症に関する様々な報道がある中、発病時の
早急なアプローチにより進行を遅らせるのみならず、健常時から予兆に気づくことで、病気を未然
に防いだり、認知機能を改善したりできる研究が進められています。 
脳の状態を早期から把握し、個々の状態にあった対処をすることで、認知症を防ぎ、豊かで健康な
生活を送ることが可能になるといわれています。 
脳活総研は、ひとりでも多くの方の脳を健康な状態に保ち、活性化することで、社会全体の活性化
を実現したいと考えています。 

＜会社概要＞ 
会社名  株式会社脳活性総合研究所 
代表者  代表取締役 太田 芳徳 
所在地  東京都千代田区有楽町 2-10-1 東京交通会館 6F 
設 立  2019 年 2 月 15 日 
事業内容  脳の活性度・認知機能を検査するテストの開発・販売 
会社HP  http://nokatsusoken.co.jp/ 

＜本リリースに対するお問い合わせ先＞ 
株式会社脳活性総合研究所　広報担当 
TEL　  03-6268-0755　　　　 
E-mail　info@nokatsusoken.co.jp 

受検後すぐに、同年代内偏差値から算出した 
脳年齢を確認できる（画像はイメージ）


